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一
〇
年
間
で
国
内
安
保
は
大
き
く
向
上

し
た
。
ア
チ
ェ
で
は
紛
争
後
の
「
和

平
」
が
そ
れ
な
り
に
定
着
し
、
パ
プ
ア

で
も
分
離
運
動
は
下
火
に
な
り
、
ス
ラ

ウ
ェ
シ
や
マ
ル
ク
の
住
民
紛
争
も
縮
小

に
向
か
い
、
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
脅
威

も
低
下
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、「
ユ
ド

ヨ
ノ
の
時
代
」
を
「
安
定
の
一
〇
年
」

と
高
く
評
価
す
る
国
際
社
会
の
認
識
の

源
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
ユ
ド
ヨ
ノ
時

代
に
国
内
安
保
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た

の
か
。
そ
の
秘
訣
は
何
だ
っ
た
の
か
。

●
ユ
ド
ヨ
ノ
の
国
軍

　

伝
統
的
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
は

対
外
的
な
国
防
よ
り
も
国
内
の
反
乱
勢

力
に
対
す
る
軍
事
鎮
圧
を
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
き
た
。
一
九
五
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
ダ
ル
ル
・
イ

ス
ラ
ー
ム
の
鎮
圧
、
七
〇
年
代
中
頃
以

降
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
反
政
府
勢
力
の

弾
圧
、
そ
し
て
八
〇
年
代
に
は
ア
チ
ェ

　

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
一
〇
年
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
国
内
安
全
保
障
に
何
を
も

た
ら
し
た
か
。
国
内
安
保
と
は
、
内
戦

や
武
力
紛
争
、
そ
し
て
大
規
模
テ
ロ
な

ど
の
脅
威
へ
の
対
応
を
指
す
。
同
国
は
、

一
九
九
八
年
の
ス
ハ
ル
ト
退
陣
に
伴
い
、

国
内
安
保
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
。
東
テ

ィ
モ
ー
ル
や
ア
チ
ェ
、
パ
プ
ア
で
の
分

離
独
立
運
動
や
、
西
・
中
カ
リ
マ
ン
タ

ン
で
の
民
族
紛
争
、
中
ス
ラ
ウ
ェ
シ
や

マ
ル
ク
諸
島
で
の
宗
教
紛
争
、
さ
ら
に

は
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
爆
弾
テ
ロ
の
頻
発

な
ど
が
、
ス
ハ
ル
ト
後
の
政
権
を
悩
ま

せ
て
き
た
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇

四
年
ま
で
の
各
政
権
は
、
す
べ
て
深
刻

な
国
内
安
保
問
題
に
直
面
し
、
国
際
社

会
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
国
家
が
分

裂
は
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り
不
安
定
に

な
る
可
能
性
に
つ
い
て
心
配
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
に
ユ
ド
ヨ
ノ

政
権
が
誕
生
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
大
規

模
な
暴
力
は
徐
々
に
収
束
し
、
そ
の
後

の
反
政
府
ゲ
リ
ラ
「
自
由
ア
チ
ェ
運

動
」（
Ｇ
Ａ
Ｍ
）
対
す
る
軍
事
作
戦
が
盛

ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ハ
ル
ト
退

陣
の
翌
年
に
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
独
立

が
決
ま
る
。
ア
チ
ェ
も
ス
ハ
ル
ト
後
に

紛
争
が
激
化
し
た
が
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権

下
の
二
〇
〇
五
年
八
月
に
ヘ
ル
シ
ン
キ

和
平
合
意
が
結
ば
れ
、
ア
チ
ェ
州
に
特

別
自
治
を
与
え
る
か
わ
り
に
Ｇ
Ａ
Ｍ
の

運
動
も
終
え
る
と
い
う
約
束
で
、
長
年

に
渡
る
武
力
紛
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　

こ
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
和
平
合
意
は
、
国

軍
に
と
っ
て
重
大
な
転
換
期
と
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
的
に
初
め
て
反
乱
鎮

圧
の
現
場
が
な
く
な
り
、「
平
和
な
時

代
」
の
国
軍
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
敵
」
が
消
滅
し
た
国
軍
を
今
後
ど
の

よ
う
に
導
け
ば
よ
い
の
か
。
ユ
ド
ヨ
ノ

は
そ
の
舵
取
り
を
迫
ら
れ
た
。

　

彼
が
ま
ず
手
が
け
た
の
は
、
エ
リ
ー

ト
将
校
の
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
示

す
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
野
戦
経

験
、
と
く
に
反
乱
鎮
圧
の
た
め
の
奇
襲

攻
撃
や
秘
密
工
作
を
専
門
に
行
う
陸
軍

特
殊
部
隊
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
エ

リ
ー
ト
将
校
へ
の
近
道
で
あ
っ
た
。
ユ

ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
こ
の
伝
統
を
変
え

よ
う
と
し
た
。
昔
な
が
ら
の
秘
密
戦
で

は
な
く
、
よ
り
国
防
に
近
い
軍
事
能
力

を
発
揮
す
る
部
隊
に
力
を
入
れ
る
。
な

か
で
も
、
ユ
ド
ヨ
ノ
は
精
鋭
兵
士
が
集

ま
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
（
陸
軍
戦
略

予
備
軍
空
挺
部
隊
）
を
重
視
し
た
。
彼

自
身
も
同
部
隊
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か

ら
身
近
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

エ
リ
ー
ト
将
校
へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と

し
て
、
こ
の
部
隊
で
成
績
を
上
げ
る
こ

と
が
成
功
へ
の
切
符
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
陸
軍
士
官
学
校
時
代
の
学
業

成
績
も
、
昇
進
で
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
自
身

は
一
九
七
三
年
度
の
首
席
卒
業
で
あ
る

が
、
彼
が
優
遇
し
て
き
た
将
校
は
同
じ

く
首
席
卒
業
生
が
多
い
。
ブ
デ
ィ
マ
ン

元
陸
軍
参
謀
長
（
七
八
年
）、
ム
ル
ド

コ
前
国
軍
司
令
官
（
八
一
年
）、
エ
ル

ウ
ィ
ン
国
軍
戦
略
情
報
局
長
（
八
二

年
）、
エ
デ
ィ
ワ
ン
国
防
省
事
務
次
官

（
八
四
年
）、
シ
ブ
リ
ア
ン
陸
軍
教
育
訓

練
司
令
部
歩
兵
装
備
セ
ン
タ
ー
長
（
八

六
年
）、
ヘ
リ
ン
ド
ラ
陸
軍
特
殊
部
隊

副
司
令
官
（
八
七
年
）
な
ど
が
各
年
度

◆特　◆集
インドネシア

－ユドヨノの10年とジョコウィの１年－
　

「
ユ
ド
ヨ
ノ
の一
〇
年
」
に
み
る

国
内
安
全
保
障
と
治
安
機
関
の
政
治
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の
首
席
卒
業
生
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
身

筋
肉
の
「
野
戦
派
」
で
は
な
く
「
勉
強

が
で
き
る
」
将
校
の
展
望
が
明
る
い
こ

と
を
示
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
に
直
接

仕
え
た
経
験
を
持
つ
将
校
も
、
昇
進
の

早
さ
が
目
立
っ
た
。
典
型
例
が
ム
ニ
ー

ル
前
陸
軍
副
参
謀
長
で
、
彼
は
二
〇
〇

四
年
か
ら
五
年
間
、
ユ
ド
ヨ
ノ
の
副
官

を
務
め
て
い
る
。
前
述
の
エ
デ
ィ
ワ
ン

も
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
年
間
、
大
統
領

秘
書
官
を
経
験
し
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ル

タ
軍
管
区
司
令
官
の
ス
ト
モ
も
、
大
統

領
親
衛
隊
Ａ
グ
ル
ー
プ
司
令
官
を
務
め

た
過
去
が
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
二

〇
一
三
年
ま
で
ユ
ド
ヨ
ノ
の
副
官
で
あ

っ
た
ア
グ
ス
・
ロ
マ
ン
は
、
今
で
は
戦

略
予
備
軍
第
一
歩
兵
団
参
謀
長
に
昇
進

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ

は
自
分
の
側
に
次
世
代
の
有
望
格
を
置

き
、
彼
ら
と
直
接
対
話
し
な
が
ら
軍
内

の
世
代
交
代
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
う
い
う
ユ
ド
ヨ
ノ
の
軍
内
管
理
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
の
が
側
近
サ
ー
ク

ル
で
あ
る
。
そ
の
中
心
人
物
が
、
士
官

学
校
時
代
の
同
期
で
二
〇
〇
六
年
に
国

軍
司
令
官
に
抜
擢
し
た
ジ
ョ
コ
・
ス
ヤ

ン
ト
、
昔
か
ら
の
部
下
で
ス
ヤ
ン
ト
の

後
任
と
し
て
国
軍
司
令
官
に
指
名
し
た

ジ
ョ
コ
・
サ
ン
ト
ソ
、
義
理
の
兄
で
二

〇
〇
六
年
に
陸
軍
戦
略
予
備
軍
司
令
官

に
抜
擢
し
た
エ
ル
ウ
ィ
ン
、
そ
し
て
義

理
の
弟
で
二
〇
一
一
年
に
陸
軍
参
謀
長

に
任
命
し
た
プ
ラ
モ
ノ
で
あ
る
。
こ
の

四
人
は
、
平
た
く
言
え
ば
幼
な
じ
み
と

子
分
、
そ
し
て
兄
弟
分
で
あ
る
。
こ
の

き
わ
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
イ
ン
ナ

ー
・
サ
ー
ク
ル
が
ユ
ド
ヨ
ノ
の
目
と
な

り
耳
と
な
り
、「
平
和
な
時
代
」
の
国

軍
の
管
理
を
行
っ
て
き
た
。

●
平
和
の
配
当

　

そ
の
管
理
で
最
大
の
課
題
は
、
新
た

な
環
境
に
国
軍
を
適
応
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
国
内
の
戦
争
が
な
く
な
れ
ば
、

当
然
、
国
軍
の
役
割
の
見
直
し
と
い
う

話
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
軍
事
予
算

の
縮
小
や
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
議

論
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
い
う
政
治

の
圧
力
を
不
安
に
思
う
将
校
は
少
な
く

な
く
、
彼
ら
に
と
っ
て
平
和
の
到
来
は

憂
う
べ
き
事
態
で
も
あ
っ
た
。
ユ
ド
ヨ

ノ
の
政
策
次
第
で
は
、
軍
内
の
反
発
が

大
き
く
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
の
下
、
彼
が
行
っ
て
き
た

の
は
、「
平
和
の
配
当
」
を
国
軍
に
振

る
舞
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
国

防
予
算
を
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
組
織
的
近
代
化
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
大
き
く
増
や
し
た
。
二
〇
〇
四

年
に
二
〇
兆
ル
ピ
ア
ほ
ど
で
あ
っ
た
国

防
予
算
は
、
毎
年
増
え
続
け
、
二
〇
一

四
年
に
は
約
四
倍
の
八
三
兆
ル
ピ
ア
と

な
っ
た
。
ま
た
国
軍
の
役
割
を
見
直
す

と
い
っ
た
抜
本
改
革
も
棚
上
げ
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
四
年
に
制
定
さ
れ

た
国
軍
法
が
定
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の

廃
止
に
つ
い
て
も
、
国
軍
保
有
企
業
の

国
営
化
に
向
け
た
調
査
を
す
る
と
決
め

た
だ
け
で
、
廃
止
の
期
限
が
き
た
二
〇

〇
九
年
に
は
、
大
統
領
令
を
出
し
て
国

有
化
し
な
い
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ

の
た
め
、
国
軍
は
各
地
で
非
公
式
な
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
続
け
て
お
り
、
こ
れ

が
組
織
に
と
っ
て
決
定
的
な
利
権
の
温

存
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

不
動
産
、
警
備
、
運
輸
に
は
じ
ま
り
、

デ
ィ
ス
コ
や
売
春
宿
の
用
心
棒
、
さ
ら

に
は
麻
薬
や
木
材
の
密
輸
な
ど
、
表
と

裏
の
両
方
の
世
界
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、

全
国
各
地
の
軍
管
区
の
裏
金
蓄
財
の
温

床
に
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ユ
ド
ヨ
ノ
は
、
汚
職
撲
滅
員
会
（
Ｋ
Ｐ

Ｋ
）
が
国
軍
の
財
政
を
調
査
対
象
と
す

る
こ
と
を
認
め
な
い
で
き
た
。

　

つ
ま
り
、
ユ
ド
ヨ
ノ
は
「
平
和
の
時

代
」
に
な
っ
て
も
国
軍
の
既
得
権
益
に

は
触
れ
な
い
し
、
改
革
も
迫
ら
な
い
、

む
し
ろ
優
遇
す
る
か
ら
安
心
し
ろ
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ず
っ
と
国
軍
に
送
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
効
果
は
絶
大

で
、
将
校
た
ち
は
ユ
ド
ヨ
ノ
に
大
し
た

不
満
を
持
た
ず
に
き
た
。
そ
れ
が
「
ユ

ド
ヨ
ノ
の
一
〇
年
」
に
み
る
政
軍
関
係

の
安
定
の
秘
訣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
ア
チ
ェ
で
も
パ
プ
ア
で
も
国

軍
は
「
平
和
」
を
謳
歌
し
て
き
た
。
和

平
後
の
ア
チ
ェ
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
が
政
党
を
作

っ
て
地
方
政
治
を
牛
耳
っ
て
い
る
が
、

ア
チ
ェ
の
軍
管
区
は
、
彼
ら
と
津
波
被

災
後
の
復
興
事
業
に
か
か
わ
る
様
々
な

ビ
ジ
ネ
ス
利
権
を
仲
良
く
わ
け
あ
っ
て

い
る
。
ア
チ
ェ
で
も
ブ
ー
ム
の
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
農
園
開
発
で
は
、
切
り
開
い
た
森

か
ら
木
材
を
密
輸
す
る
元
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
企

業
家
と
陸
軍
の
協
働
が
み
ら
れ
る
。

　

パ
プ
ア
で
も
類
似
の
力
学
が
働
く
。

ユ
ド
ヨ
ノ
時
代
に
、
パ
プ
ア
と
西
パ
プ

ア
の
両
州
に
一
三
の
県
が
新
設
さ
れ
、

開
発
事
業
が
各
県
に
細
分
化
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
利
権
を
巡
る
争
奪
戦
が

各
地
の
部
族
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
日
常
政

治
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
露
骨
な
腐
敗
体

質
を
披
露
し
て
き
た
が
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政

権
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
続
け
た
。
彼
ら

を
利
権
漬
け
に
す
れ
ば
、
パ
プ
ア
の

「
反
ジ
ャ
カ
ル
タ
」
意
識
も
薄
ま
り
、

分
離
独
立
を
掲
げ
る
「
自
由
パ
プ
ア
運

動
」（
Ｏ
Ｐ
Ｍ
）
の
求
心
力
も
な
く
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
。

　

そ
う
い
う
状
況
下
で
、
地
元
の
軍
管

区
も
、
部
族
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
空
前
の

利
権
ブ
ー
ム
に
あ
や
か
っ
て
、
木
材
運

搬
や
鉱
山
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
資
本
蓄
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積
に
精
を
出
し
た
り
、「
Ｏ
Ｐ
Ｍ
の
襲

撃
」
を
演
出
し
て
警
備
ビ
ジ
ネ
ス
の
需

要
を
増
や
し
た
り
、
軍
管
区
の
増
兵
を

要
求
し
た
り
し
て
き
た
。
パ
プ
ア
も
ア

チ
ェ
も
、
腐
敗
や
利
権
の
分
け
あ
い
が

「
平
和
」
や
「
安
定
」
を
維
持
す
る
要

因
と
な
っ
て
お
り
、「
ユ
ド
ヨ
ノ
の
一

〇
年
」
が
そ
の
力
学
を
定
着
さ
せ
た
と

い
え
よ
う
。

●
警
察
と
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

　

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
、「
テ
ロ
と
の
戦

い
」
に
お
い
て
も
高
い
国
際
評
価
を
受

け
て
い
る
。
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
下
で
は
、

二
〇
〇
二
年
に
バ
リ
島
、
翌
年
に
ジ
ャ

カ
ル
タ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
、
そ
し

て
二
〇
〇
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

使
館
を
爆
弾
テ
ロ
が
襲
い
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
に
つ
な
が
る

国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
温
床
と
し
て
脚
光

を
浴
び
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
に
な
っ
て

か
ら
は
、
二
〇
〇
五
年
に
爆
弾
テ
ロ
が

再
び
バ
リ
島
で
起
き
た
が
、
そ
れ
以
降

は
下
火
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
に
再
び

爆
弾
テ
ロ
に
狙
わ
れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
を
最
後
に
、
大
規

模
な
テ
ロ
事
件
は
起
き
な
く
な
っ
た
。

ユ
ド
ヨ
ノ
は
、
そ
の
成
果
を
、
国
家
警

察
に
新
設
し
た
対
テ
ロ
部
隊
（
通
称
八

八
隊
）
の
活
躍
の
結
果
だ
と
主
張
す
る
。

こ
の
八
八
隊
が
二
〇
〇
四
年
に
始
動
し
、

米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
支
援
を
受

け
て
、
効
果
的
な
テ
ロ
対
策
を
行
っ
て

き
た
た
め
に
、
一
〇
年
経
っ
て
国
際
テ

ロ
は
ほ
ぼ
撲
滅
で
き
た
と
ユ
ド
ヨ
ノ
政

権
は
訴
え
る
。

　

確
か
に
欧
米
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
「
国
際
テ
ロ
」
は
下
火
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
実
は
テ
ロ
事
件
そ
の
も
の
の

件
数
は
増
え
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の

マ
リ
オ
ッ
ト
事
件
の
後
も
、
二
〇
一
〇

年
か
ら
一
三
年
ま
で
に
八
〇
件
の
テ
ロ

事
件
が
起
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
大
き

な
爆
弾
テ
ロ
で
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど

国
際
社
会
に
は
注
目
さ
れ
な
い
で
き
た
。

し
か
も
多
く
は
警
察
官
を
狙
っ
た
テ
ロ

で
あ
り
、
拳
銃
や
刃
物
を
使
っ
た
犯
行

で
あ
る
。
な
ぜ
警
官
が
テ
ロ
の
標
的
に

な
る
の
か
。
そ
れ
は
八
八
隊
へ
の
恨
み

が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
過
去
四
年
間
を

み
て
も
、
八
八
隊
は
三
〇
〇
人
以
上
の

テ
ロ
容
疑
者
を
逮
捕
し
て
い
る
が
、
同

時
に
七
〇
人
以
上
を
射
殺
し
て
い
る
。

誤
殺
も
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
対

テ
ロ
戦
」
の
名
の
下
で
八
八
隊
員
は
処

罰
さ
れ
な
い
。
こ
の
人
権
侵
害
が
野
放

し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
怒
り
を
覚
え
、

警
察
へ
の
報
復
が
喫
緊
の
ジ
ハ
ー
ド
だ

と
位
置
づ
け
る
傾
向
が
過
激
勢
力
の
な

か
で
広
が
っ
て
い
る
。
結
局
、「
ユ
ド

ヨ
ノ
の
一
〇
年
」
に
お
い
て
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
る
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

に
は
、
国
内
テ
ロ
の
深
刻
化
と
い
う
代

償
が
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
の
国
軍
と
警
察

　

こ
の
よ
う
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下
に

お
け
る
和
平
の
到
来
、
治
安
の
安
定
、

テ
ロ
脅
威
の
低
下
と
い
っ
た
国
内
安
保

の
「
功
績
」
は
、
す
べ
て
コ
ス
ト
を
伴

う
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
汚
職
や
利
権

争
奪
、
人
権
侵
害
と
い
っ
た
負
の
営
み

が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
ダ
ー
ク
な

側
面
を
隠
し
な
が
ら
、
ユ
ド
ヨ
ノ
時
代

の
「
成
功
神
話
」
に
便
乗
し
て
き
た
国

軍
と
警
察
は
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
下
で

よ
り
大
き
な
影
響
力
を
得
よ
う
と
動
き

出
し
て
い
る
。
実
際
、
国
政
経
験
の
な

い
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
国
内
安
保
に
も
疎
く
、

国
軍
の
ロ
ビ
ー
で
次
々
と
時
代
に
逆
行

す
る
方
針
が
決
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の

例
が
パ
プ
ア
や
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で
の
軍
管

区
の
増
設
で
あ
り
、
国
軍
の
対
テ
ロ
作

戦
へ
の
関
与
増
大
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
に
な
っ
て
、
警
察

も
こ
れ
ま
で
敵
対
視
し
て
き
た
Ｋ
Ｐ
Ｋ

に
対
し
て
猛
烈
に
攻
撃
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｋ
委
員
長
と
副
委
員
長
を
、

そ
れ
ぞ
れ
公
文
書
偽
造
と
偽
証
の
容
疑

者
に
指
定
し
、
組
織
の
弱
体
化
を
企
て

て
い
る
。
ユ
ド
ヨ
ノ
時
代
、
Ｋ
Ｐ
Ｋ
は

警
察
幹
部
の
汚
職
に
メ
ス
を
入
れ
て
き

た
。
そ
の
怨
念
を
晴
ら
す
機
会
が
到
来

し
て
い
る
。
与
党
の
闘
争
民
主
党
も
Ｋ

Ｐ
Ｋ
の
弱
体
化
を
喜
ぶ
。
過
去
一
〇
年

間
に
、
同
党
所
属
の
一
五
〇
人
以
上
の

政
治
家
が
Ｋ
Ｐ
Ｋ
に
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
数
は
他
党
よ
り
飛
び
抜
け
て
多
い
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
自
身
は
Ｋ
Ｐ
Ｋ
に
敵
対

的
で
は
な
い
が
、
彼
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ

る
闘
争
民
主
党
党
首
の
メ
ガ
ワ
テ
ィ
元

大
統
領
が
Ｋ
Ｐ
Ｋ
を
毛
嫌
い
し
て
お
り
、

警
察
の
攻
勢
を
よ
し
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
警
察
は
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
よ
り

も
メ
ガ
ワ
テ
ィ
に
忠
誠
を
示
す
。
そ
れ

に
不
快
な
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
、
国
軍
と
仲

良
く
す
る
こ
と
で
警
察
を
牽
制
し
よ
う

と
す
る
。
国
軍
は
、
そ
の
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

と
警
察
の
駆
け
引
き
を
横
目
に
、
自
ら

の
「
お
買
い
物
リ
ス
ト
」
を
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
に
強
請
る
。
こ
う
い
う
政
治
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
は
、
も
ち
ろ
ん
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
政
権
の
運
営
の
問
題
で
も
あ
る
が
、

同
時
に
ユ
ド
ヨ
ノ
時
代
の
「
つ
け
」
と

も
い
え
よ
う
。
過
去
一
〇
年
間
、
国
内

安
保
の
向
上
が
称
賛
さ
れ
、
そ
の
評
価

を
維
持
し
た
い
が
た
め
に
、
ユ
ド
ヨ
ノ

は
治
安
機
構
が
嫌
が
る
よ
う
な
組
織
改

革
を
後
回
し
に
し
て
き
た
。
そ
の
つ
け

の
清
算
を
今
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
迫
ら
れ

て
い
る
。

（
ほ
ん
な　

じ
ゅ
ん
／
立
命
館
大
学
国

際
関
係
学
部
教
授
）


